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県政モニターアンケートの結果について

森林環境税を活用した取組に対する評価 森林の持つ役割への関心

• 令和４年１月、県政モニター※400名に対して福岡県森林環境税に関する調査を実施。296名から回答。
（回収率74％）

• 調査内容は、福岡県森林環境税に関する認識や、森林への期待、森林との関わりなどについて。

• 調査の結果、森林環境税を活用した取組みについては、約94％の方が「良い取組」「ある程度良い取組」
であると評価。また、森林の持つ水源かん養や土砂災害防止などの役割には、約90％の方が「関心があ
る」「ある程度関心がある」と回答。

※県政モニター： 県政に対する県民の意見・要望等を組織的かつ継続的に把握し、県政に活かすことを目的に、県内に住む18歳以上の
方を対象に、公募で選任（任期約１年間）



0 50 100 150 200 250

水を蓄え、きれいにする働き

山崩れや洪水などの災害を防止する働き

CO2の吸収により地球温暖化防止に貢献する働き

貴重な野生動植物の生息の場としての働き

木材を生産する働き

きのこや山菜などの林産物を生産する働き

心身の癒しや安らぎの場を提供する働き

森林環境教育の場としての働き

特になし

その他（ ）

県政モニターアンケートの結果について
• 森林の持つ役割で特に期待するものについては、近年の災害頻発化を受けた「山崩れや洪水等の災害
防止」が最も多く、次いで「水を蓄え、きれいにする働き」、「地球温暖化を防止する働き」と続く。

• 今後取り組んでみたい森林に関する活動については、８割以上の方が森林レクリエーションや森林環境
教育等の活動に参加してみたいと回答。（※「参加したい活動はない」が１７％）

• アンケート結果から、森林の持つ役割への県民の関心・期待は大きく、その適切な管理に森林環境税を
活用していることに対しても、一定の理解が得られていると考えられる。一方、情報発信不足を指摘する
意見も出されていたことから、今後、情報発信の取組を一層強化する必要。

森林に期待する働きについて（複数回答） 今後取り組んでみたい森林に関する活動（複数回答）
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①自己所有の森林もしくは今後森林を所有し

ての間伐等の森林整備

②ボランティアとして参加する森林整備（植樹

や松林の保全、放置竹林の整備等）

③子供たちへの森林環境教育活動

④木とのふれあい等を通じた木育活動

⑤キャンプ、森林セラピー等の森林レクリエー

ション活動

⑥参加したい活動はない

⑦その他


